
障害のある人の「障害」は、その人が持っているものではなく、環
境側、社会の側にあるという視点で、障害のある人が当たり前に
暮らせる環境のあり方について研究しています。
（以上のような考え方で、「障害」の「害」の字はひらがなを使っていません。）

略歴 所属学会など
社会福祉学科を卒業後、福祉分野の仕事に従事、
その後、建築学科で学び、東洋大学大学院工学
研究科建築学専攻博士後期課程修了、博士（工
学）。聖学院大学人間福祉学科教授を経て、
2017年4月に日本工業大学（現）建築学部建
築学科生活環境デザインコース教授に着任。高
齢者、障害のある人の住環境整備に関する研究
に従事。

日本建築学会
日本福祉のまちづくり学会
日本リハビリテーション工
学協会
日本認知症ケア学会

高齢者、障害のある人の住環境整備に関する研究

論文発表等
1)野口祐子：認知症高齢者の公共トイレの課題―
困りごと調査と操作系設備の検証からー,ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰ
ｼｮﾝ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞVol.34 No.2, pp.52-55,2019
2)野口祐子：公共トイレハンドブック（認知症
編）を作成,NHK厚生文化事業団第3回認知症とと
もにいきるまち大賞ニューウェーブ賞受賞,2019

共同研究の事例
・認知症の人に優しいスーパーマーケットプロジェクト（みずほリサーチ＆テクノロジーズ、株式会社マイヤ）
・認知症の人に使いやすいパブリックトイレ（株式会社LIXIL）
・発達障害のある子どもの公共トイレに関する利用実態調査（横浜市総合リハビリテーションセンター）
・発達障害のある子どもの住まいの音に関する研究（横浜市総合リハビリテーションセンター）
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1.認知症の人も使いやすいパブリックトイレの研究
外出先のトイレで家族と離ればなれになった、水を流すボタンがわからない、ドアのカギが開けられないなど、
認知症の人にはバリアがたくさんあります。それが原因で外出を諦めることがないよう、パブリックトイレの
デザインをしています。

3.さまざまな疾患、障害の特性に合った住環境の研究
疾患や障害によって住環境で配慮すべき点は様々です。時間をかけて、多くの障害当事者の方の調査をおこない、
それをもとに、一般の方向けにハンドブックを作成しています。

2.高齢者、障害のある人の災害時の避難生活に関する研究
災害時に長く続く避難
生活は、高齢者、障害
のある人には大変過酷
です。できるだけ、も
との生活に近い環境で
暮らすことができるよ
う仮設住宅などの住環
境について研究してい
ます。

お問合せ

研究紹介

建築学部 建築学科
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地球にも人にもやさしい「暮らし」をデザインする設計・研究を
行っています。昔ながらの「環境に負荷をかけない暮らしの工夫」
に、少しのアイデアを足して、「将来の技術」を創り出すことを常
に心がけています。

略歴 所属学会など
博士（工学）、一級建築士、樋口暮らし環境設計
主宰、株式会社セイコーステラ取締役を兼務。
有限会社長谷川敬アトリエにて建築家長谷川敬氏
に師事し、伝統的構法による地産地消の家づくり
を学びながら、環境工学分野の研究に取り組む。
現在は、実務と研究の両面から、地球にも人にも
やさしい暮らしについて探求している。

日本建築学会
空気調和・衛生工学会
日本太陽エネルギー学会
水環境学会
環境情報科学
NPO環境持続建築 理事

傾斜土槽法による災害時の避難生活を支える
上下水道オフグリッドに関する研究

主な発表論文
1) 木村、樋口:マンホールトイレ用汚水桝汚物捕捉装置の開発、
空気調和・衛生工学会論文集、No.325、pp.21-27、2024年
４月
2) 樋口:災害時の備えと防災意識に関するアンケート調査、埼
玉県幸手市における戸建て住宅を対象として、空気調和衛生工
学会論文集、45巻、276号、pp.1-6、2020年3月
3) 樋口、生地:竹材を用いた傾斜土槽ｼｽﾃﾑの開発および台所排
水の浄化性能検証、第53回 日本水環境学会年会、p.45、2019
年3月

共同研究等
1) 余市エコビレッジにおける人工湿地法による生活排水浄
化システムの検討（2016年～現在）NPO法人北海道ｴｺﾋﾞﾚｯ
ｼﾞ推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとの協働
2) 妹背山エコロジー計画（2014年～現在）和歌山県和歌山
市和歌浦にあるあしべ屋妹背別荘の水利計画の検討3) 都営
住宅における単身高齢者の見守りに関する研究（2020年
～）東京都との共同プロジェクト。電力量から都営住宅に住
む単身高齢者の見守りをするシステムを共同開発している。

研究紹介

環境共生ひぐち よしき

樋口 佳樹

避難所生活
台所・入浴・洗濯

傾斜土槽
傾斜土槽

竹式傾斜土槽 菜園

井戸

災害時に困ることのベスト１、２は、飲料水の確保とトイ
レが使えないことです。
電力を用いずに、井戸水などを浄化でき、屎尿や雑排水も
浄化できる画期的なシステムが「傾斜土槽法」です。
循環した暮らしは、今後求められるライフスタイルです。

竹材による傾斜土槽法を用いて台所排水
を浄化している(東京都調布市での実験)

傾斜土槽法の避難所生活での活用

建築学部 建築学科
生活環境デザインコース 教授


